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 平成２３年度 弥彦小学校 学びプロジェクトだより              Ｈ２３.１１.８ 

いきいき弥小っ子 

 

《１１月７日（月）～１３日（日）は家庭学習旬間です！》 
 １１月７日（月）から秋の家庭学習旬間がスタートしました。この取組は、中学校の定期テスト

に時期を合わせており、期間中は、小・中学校が一斉に家庭学習に取り組むことになります。 

 小学校では、日頃より使用している家庭学習カードを強調したものを使用したり、特別なカード

を使用したりして、いつもよりも家庭学習を意識できるように取り組んでいきます。ご家庭でも、

お子さんの家庭学習の様子に日頃よりもちょっと意識して目を向けていただき、励ましの声をかけ

てくださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 
 
 

 皆さんは、「学習定着率」という言

葉を聞いたことがありますか。授業で

学習した内容を、学習のやり方によっ

てどれくらい身に付いているかをアメ

リカの研究機関が調べたもので、

「Learning Pyramid(ラーニングピラ

ミッド)」という図で表します。この図

を見ると、有効な学習方法が「実践す

る・繰り返し練習する」という方法で

す。家庭学習の中心となる、ドリル学

習やプリントなどを使った練習問題な

どがこれに当たります。記憶の保持率（学習定着率）は７５％とされており、かなり有効な学習方

法であることが分かります。逆に教師の一方的な講義は５％の定着率しかないことがわかります。

逆に有効な学習方法として、子ども同士が「教え合う」という活動があることが分かっています。

学習定着率は実に９０％にも上ります。子ども同士が教え合ったり話し合ったりする仕組みを取り

入れると、飛躍的に学習への意欲が上がったり、学習定着率が上がったりすることが研究から明ら

かになっているのだそうです。 

 弥彦小学校では、「教え合い・学び合い」の授業を日々実践しています。そこにさらに家庭での

反復練習を加えることで、子どもたちの学力が向上していくようにしたいと考えています。 

《学習定着率ってご存知ですか！》 
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